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＜連絡事項＞

· 現在、ルームランナーの動作に異常があり（突然、速度の変化が起こる）、破損伝票を提出している。朱夏よりルームランナーの機能について説明あり。１～７の設定があり、１～４の設定だと一定の速度だが、５～７の設定だと３分後から速度が上がるようプログラムしてあるとのこと。そのプログラムを考慮して、故障しているか確かめ、朱夏に報告すること。

＜外来情報＞

· 村田　昭一様　～ぎっくり腰の為、しばらくナイトケアを休んでいる事を報告されている。腰は　　　

徐々に良くなって来ているとのこと。

· 横町　浩様　　～いつものように立眩みあると話される。

· 田澤　勝敏様　～マスクを着用して受診。風邪予防の為にマスク着用しているとのこと。青山荘退

所に向けて外泊を使って陸奥に下見に行くと話される。

· 田名部　一樹様～日中眠気が残る為、金土日に就寝前薬の減量したいと話される。担当医より減量　　

し様子をみるよう助言されている。また、本人様より現在服薬している薬で体重増加しやすい薬があるか質問されている。担当医より、薬で体重増加する可能性もあるかもしれないが一概にそう言い切れないことを説明している。

· 関　秀治様　　～来年２月退所について担当医は、現在の状態が続くようであれば単身生活や一般

就労が難しくグループホームや職親を利用した方が良いと判断している。

· 川口　律子様　～入籍した事について「ありがとうございます」と話されている。いつもよりテン　　

ションが高い様子みられている。

· 関口　禅様　　～肩の痛みは改善されてきたと報告あり。

· 大釜　久直様　～昔タバコを貰った人に返せと言われていると繰り返し話されている。

＜利用者様情報＞

· 古舘　ヨリ様　～薬包に朝・昼の区別がつくよう色をつける事を検討して頂くよう薬局に依頼して

いる。

⇒デイケアでは色で区別するが、薬包に記載されている朝・昼・夜という字を確認し服薬していくよう促していく。

· 井畑　光湖様　～八戸赤十字病院から、骨盤骨折のリハビリの為、湊病院に転院すると情報提供あ　　　　　　

り。母様より転院や本人の状態について電話連絡あり。本人様の状態について「つかまり立ち等出来るし、１ヶ月位で退院できると思うので、退院後はまたデイケアを使いたいと思っている」とのこと。デイケアについて「毎日だと疲れるみたいだから、週３回デイケア利用を考えている」とお母様より話しあり。後日、お母様が今後の相談のために来院すると話されている為、その際にデイケア利用についても話し合いを設ける。

⇒１度デイケア退所の方向でお母様と話をし、湊病院退院後、本人様がデイケア利用を希望された際は再度利用開始とする。

· 晴山　美智子様～ご家族へ電話連絡行い本人様の通所時の様子を伝え、自宅での様子など情報を頂
　　　　　　　　きたいことを伝えている。次回外来時の送迎時に、時間を頂き話をする機会を設
　　　　　　　　ける事としている。
　　　　　　　　○本人からの情報　
　　　　　　　　　⇒　今週に入り頭痛がひどかった為、火・水の仕事を休んだとの事。日中に身
　　　　　　　　　　体を休める事が出来たのか尋ねると「落ち着かないから部屋で音楽聴いてい
　　　　　　　　　　た」と話されている。又、昨日脳神経外科受診し、８日分の鎮痛剤処方とな
　　　　　　　　　　った事を報告されている。
　　　　　　　　　　　自宅では、休んでいるとお母様から色々言われていることがストレスで食
　　　　　　　　　　行動に走ってしまうとのこと。自分から「今の体重が88kgだから入院にな
　　　　　　　　　　るのかな？」と不安訴え聞かれる為、今は身体をしっかりと休めることが必
　　　　　　　　　　要であることを説明している。

· 大釜　久直様　～レストラン移動時、早目にレストランに行かれている。本日、献立のフルーツを
　　　　　　　　決められた個数より１つ多めに取られている。スタッフが声掛けするも戻そうと
　　　　　　　　せずそのまま摂取されている。

　⇒レストランに早目に来られた時、デイケア棟に戻るようスタッフが声掛けすると、そのままジュースを買いに病院に行かれたりする為、早めに来られた時はそのまま昼食を摂取して頂く。

決められた個数より多めに皿に盛り付けられている場合は、その都度声掛けする。

· 神山　和典様　～うみねこ幸房より情報
　　　　　　　　昨日父様が亡くなられ、うみねこ幸房を午前中休まれているとのこと。本人様は
　　　　　　　　午後からうみねこ幸房に出勤すると連絡受けていたが、まだ来られていない為、
　　　　　　　　ナイトケアの利用も無理なのではないかと思われるとのこと。

⇒本人様ナイトケアで、以前、父様の話を時折されていた為、父様が亡くなられた事でショックを受け状態が変化する可能性がある。本人様の話に傾聴し、状態の変化に注意していく。

＜デイナイトケア利用者様・情報交換、対応検討＞

佐藤　ミツ子様　(59)　統合失調症　精神遅滞

○デイナイトケアでの様子

　以前は、スタッフが一緒に行うと出来ていた集団でのプログラムが、現在拒否される事が多くなって来ている。個人、小グループでのプログラムには参加する事出来ている。昨日のナイトプログラム前、「やりたくない。同じ部屋に居るのも嫌だ。死にたい。死に方を教えて欲しい」とスタッフに話される。

○青風荘より情報提供

　青風荘では、居室で過ごされる事多く、スタッフの声掛けにてホールに来られテレビ鑑賞しているもすぐに自室に戻られ音楽鑑賞等をしている。

○今後の対応

・プログラムの参加を拒否された時は、無理に参加させず見学でも良いので同じ空間で過ごして頂

く。

　・小グループのプログラムから徐々に大グループのプログラムに参加出来るよう促して行く。

　・些細なことで傷つきやすく、デイナイトケア利用中隠れる等急に居なくなる事があるので、本人様の話に傾聴し状態の変化に注意していく。

　

馬渡　武光様様　（66）　統合失調症　　合併症：糖尿病

○デイナイトケアでの様子

　ごみ箱から他者の使用済みティッシュを拾い、再び使おうとポケットに入れられる。また、空き缶捨てのごみ箱から缶を拾い中身の確認のため口をつけられている。

○青風荘より情報提供

　デイナイトケアと同行動みられている。

○今後の対応

・その都度声掛けし、面談等を通し定期的に衛生について説明していく。

浜飯　政昭様　（60）　統合失調症　合併症：糖尿病

○デイナイトケアでの様子

プログラムへの参加状況として、不参加となることが目立ち「腹が減りすぎて出来ない」「（プログラムに）出たら食事を増やしてくれるのか！」等の発言か聞かれている。

○今後の対応

· 食行動の異常に走る事がないように、休憩中には喫煙所付近に必ずスタッフが付くように心掛ける。

· 食事に関する訴えの聞かれた際には、青風荘へ情報提供行う。

倉石　ヨシエ様　（74）　統合失調症

○デイナイトケアでの様子

以前に比べ、居眠りしている事が少なくプログラムでは、参加出来るようになって来ている。

　表情も良い。

